
【会議録】第 12回 筑紫野市コミュニティ連絡会議 

 

《日 時》 平成 28年 9月 7日(水） 13時 30分～16時 20分 

《場 所》 市役所第 4別館 2階 第 9会議室 

《参加者》 各コミュニティ運営協議会（会長）7人、 

      同席／各協議会事務局長 7人、市職員(総務部)4人 

 

 筑紫野市人権問題啓発実行委員会の構成団体の１つとして研修を実施した後、

次のとおり意見交換・情報交換を行った。 

 

１ 市等からの提案に係る意見交換 

 (1) 青少年育成市民会議への平成 29 年度からの参加のお願い 

  ・各コミュニティにおいて、年内を目処に検討する。 

 (2) 筑紫野市暴力追放推進市民協議会についての経過報告 

  ・全コミュニティとして参加するよう依頼される見込。後日、再協議。 

 (3) 10月 14 日筑紫野市戦没者追悼式への来賓としての出席依頼について 

  ・各コミュニティの会長に対して、出席を依頼する。 

 (4) 地域別意見集約会の開催について（7月 6日依頼事項の確認） 

  ・事前に届出があった人員、日程で実施する。参加者には、近日中に通知。 

 

２ 地域コミュニティづくり交付金についての意見交換 

 (1) 筑紫野市地域コミュニティ推進基金の創設、及び運用方法について 

  ・基金設置時の運用方法について意見を交換。 

  ・次回、10月 5日の連絡会議において、再度意見交換を行う。 

 (2) 区長会関連補助金等の整理について 

  ・区長会の廃止に伴い、平成 29年度から廃止する方針を市から説明。 

  ・平成 29年度からの交付金について意見を交換。 

 

３ その他、各協議会間の情報交換など 

 ・コミュニティ活動の拠点施設として、各公共施設を活用できないか。 

 ・交付金附帯条件である市との事前協議について、運用を変更できないか。 

 ・地域まちづくり計画策定に当たり、ワークショップ、研修を実施中。 

  今後は、市の諸計画とのすり合わせのため、意見交換をできないか。 

 ・議論を活性化するため、コミュニティ間の交流と親睦を深めてはどうか。 

 ・来年度に向け、人材の確保と育成の取組を強化すべきではないか。 

 ・コミュニティ連絡会議の渉外費や、連帯した活動の費用に充てるため、来年

度に向け、各コミュニティから負担金の拠出を議論してはどうか。 

 ・二日市東コミュニティセンター完成を祝う会を 10月 2日に開催する。 

 

４ 次回の会議 各協議会の会長 7人により、10月 5日 10時から開催する。 


